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左 川ち か 関 連文 献 目 録 増 補 版  補 遺  

 

 

  凡 例 （ 2 0 2 2 年 ４ 月 2 4 日 現 在 ）  

 １ ． 本 目 録 は 、「 左 川 ち か 関 連 文 献 目 録 増 補 版 」（ 約 6 7 0 点 収 録 、『 立 命 館 大 学 人 文 科 学 研

究 所 紀 要 』 1 1 5 号 、 2 0 1 8 年 ３ 月 ） の 補 遺 で あ り 、 約 3 0 0 点 を 収 録 し た 。 な お 、 稿 者

の 最 初 の 文 献 目 録 は 『 左 川 ち か 資 料 集 成 』 別 冊 、『 左 川 ち か 関 連 文 献 目 録 稿 ・ 解 説 』

（ 約 4 9 0 点 収 録 、 2 0 1 7 年 ） で あ る 。  

 ２ ． 掲 載 順 序 は 、 巻 頭 に 個 人 詩 集 、 合 集 ・ ア ン ソ ロ ジ ー を 掲 げ 、 次 に お よ そ 1 0 年 ご と の

編 年 順 と 著 者 の 五 十 音 順 に 従 っ て 収 め 、 最 後 に 参 考 と な る H P を 附 し た 。  

 ３ ． 形 態 に よ っ て は 、 文 献 デ ー タ の 末 尾 に [個 人 詩 集 ] [合 集 ] [事 典 ] [新 聞 ]と 記 し た 。  

 ４ ．内 容 が 一 つ に 特 化 で き る 文 献 に つ い て は 、事 典・新 聞 類 等 を 除 き 、[翻 訳 ] [北 海 道 ] [音

楽 ] [詩 歌 ] [小 説 ]等 に 限 定 し 、 こ れ を 附 し た 。 た だ し 複 数 の テ ー マ を 広 範 に 議 論 し た

文 献 も 多 く 、 そ う い っ た 文 献 へ の 分 類 表 記 は 省 い た た め 、 あ く ま で 便 宜 的 な も の と

さ れ た い 。  

 ５ ． 左 川 ち か の 名 が 記 さ れ て い る 『 室 楽 』 や 雑 誌 、 単 行 本 （『 詩 抄 』 な ど ） の 広 告 に つ い

て は 、 特 記 事 項 の あ る 一 部 を 除 き 、 こ れ を 省 略 し た 。  

 ６ ． 古 書 目 録 や 広 告 類 に つ い て は 、 ご く 一 部 を 除 き 、 基 本 的 に は 収 録 し な か っ た 。  

 ７ ． 海 外 の 文 献 に つ い て は 、 詩 の 翻 訳 書 を 除 き 、 基 本 的 に は 収 録 し な か っ た 。 他 日 を 期

し た い 。  

 ８ ． 各 大 学 の 卒 業 論 文 ・ 修 士 論 文 は 公 刊 が 予 定 さ れ て い な い た め 、 左 川 ち か を 主 題 と す

る も の で も こ れ を 収 録 し な か っ た 。 博 士 論 文 は そ の 限 り で は な い 。  

 ９ ． 左 川 ち か 関 連 文 献 目 録 の 最 新 版 は https://researchmap.jp/Chika1936 の  「 資

料 公 開 」 で 随 時 更 新 し て 公 開 す る こ と と す る 。  

 1 0． 目 録 未 記 載 で 左 川 ち か に 一 言 で も 言 及 し た 文 献 を ご 存 知 の 方 、 ま た 本 稿 に 関 し て ご

意 見 ご 感 想 を お 持 ち の 方 は 、 ぜ ひ 下 記 ま で ご 連 絡 を 頂 戴 で き ま し た ら 幸 甚 で す 。  

    1 7 v 0 0 2 2 3 @ g s t . r i t s u m e i . a c . j p  又 は l h 0 4 1 9 5 8 @ g m a i l . c o m  島 田 龍  

 

 

【 詩 集 】  

□ 左 川 ち か 著・島 田 龍 編『 左 川 ち か 全 集 』（ 書 肆 侃 侃 房 . 2 0 2 2 . 4）収 録 詩 篇 8 8、翻 訳 詩 1 1 篇 、

散 文 （ 日 記 ・ 書 簡 含 ） 2 1 篇 、 翻 訳 文 1 1 篇  

 

  

【 合 集 ・ ア ン ソ ロ ジ ー 】  

□ 串 田 孫 一 ・ 田 中 清 光 編 『 花 の 詩 集 』（ 筑 摩 書 房 ． 1 9 9 5）  １ 篇 収 録 「 山 脈 」  

https://researchmap.jp/Chika1936の
https://researchmap.jp/Chika1936の
mailto:17v00223@gst.ritsumei.ac.jp
mailto:lh041958@gmail.com
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□ 高 原 英 理 編『 ガ ー ル・イ ン・ザ・ダ ー ク  少 女 の た め の ゴ シ ッ ク 文 学 館 』（ 講 談 社 . 2 0 1 8 . 7） 

１ 篇 収 録 「 緑 の 焔 」  

□ 長 山 靖 生 編 『 ロ マ ン チ ッ ク ・ ド リ ン カ ー  飲 み 物 語 精 華 集 』（ 彩 流 社 、 2 0 1 9 . 8）  １ 篇 収

録 「 緑 の 焔 」  

□ 栗 原 敦 編 『 詩 の あ り か に 触 れ る さ さ や か な 試 み  詩 集 』（ 日 本 近 代 文 学 館 企 画 展 「 詩 の あ

り か に 触 れ る さ さ や か な 試 み 」 冊 子 . 2 0 1 9 . 1 1）  １ 篇 収 録 「 T h e  s t r e e t  f a i r」  

□ W A T A S H I - B R A N D 編 集 室 「 写 真 ×文 学 」（『 O T A R U  T u r e＊ D u r e』 1 3 . 2 0 2 0 . 3）  散 文 １ 篇 収 録

「 私 の 夜 」  

 

 

【 同 時 代 ： 1920 年 代 ～ 1935 年 】  

■ 左 川 ち か 「 モ ス コ オ 芸 術 座 小 話 」（『 文 芸 レ ビ ュ ー 』 1 - 3 . 1 9 2 9 . 5）  初 紹 介 資 料 （『 左 川 ち

か 資 料 集 成 』）  

■ 左 川 ち か 「 硝 子 の 道 」（『 関 西 文 藝 』 8 - 5 . 1 9 3 2 . 5）  [詩 ]  新 発 見 資 料   

■ 伊 藤 整 書 簡（ 1 9 2 6 年 ６ 月 2 8 日 川 崎 昇 宛 、市 立 小 樽 文 学 館 他 編『 若 い 詩 人 の 肖 像 ― 伊 藤 整 、

青 春 の か た ち 』 に 収 録 、 1 9 9 9）  

□ 伊 藤 整「 少 年 の 死 ん だ 日 」（『 雪 明 り の 路 』椎 の 木 社 . 1 9 2 6／『 伊 藤 整 全 集 １ 』新 潮 社 . 1 9 7 2） 

[詩 ]  

□ 伊 藤 整 「 九 月 － Ｎ よ  Ｎ よ ー 」（『 雪 明 り の 路 』 椎 の 木 社 . 1 9 2 6／ 『 港 街 』 2 . 1 9 2 7 . 9／ 『 伊

藤 整 全 集 １ 』 新 潮 社 . 1 9 7 2）  [詩 ]  

□ 伊 藤 整 「 林 檎 園 の 月 」（『 雪 明 り の 路 』 椎 の 木 社 . 1 9 2 6／ 『 伊 藤 整 全 集 １ 』 新 潮 社 . 1 9 7 2）  

[詩 ]  

□ 伊 藤 整 「 悪 夢 」（ 第 一 次 『 椎 の 木 』 5 . 1 9 2 7 . 2／ 『 雪 明 り の 路 』 椎 の 木 社 . 1 9 2 6／ 『 伊 藤 整

全 集 １ 』 新 潮 社 . 1 9 7 2）  [詩 ]  

□ 伊 藤 整 「 丘 」（『 五 更 』 4 2 . 1 9 2 7 . 9／ 『 伊 藤 整 全 集 １ 』 新 潮 社 . 1 9 7 2）  [小 説 ]  

□ 伊 藤 整 「 ア カ シ ア の 匂 に 就 て 」（『 文 芸 レ ビ ュ ー 』 2－ 8 . 1 9 3 0 . 8／ 『 伊 藤 整 全 集 １ 』 新 潮

社 . 1 9 7 2）  [小 説 ]  

■ 伊 藤 整 「「 今 日 の 詩 」 第 三 冊 の 諸 作 品 に つ い て 」（『 今 日 の 詩 』 4、 1 9 3 1 年 3 月 ） ※ 「 白 紙

同 人 の 一 頁 の う ち で は 左 川 ち か 氏 の 「 出 発 」 が 特 に 立 派 に 思 は れ た 。」  

□ 伊 藤 整 「 編 輯 雑 録 」（『 新 文 学 研 究 』 4 . 1 9 3 1 . 1 0）  

□ 乾 直 惠 「 詩 」（『 今 日 の 詩 』 6 . 1 9 3 1 . 5）  『 白 紙 』「 秋 の 写 真 」 評  

□ 岩 佐 東 一 郎 「 尺 牘  『 苑 』 第 二 冊 を 見 て 」（ 第 三 次 『 椎 の 木 』 3 - 5 . 1 9 3 4 . 5）  

□ 大 川 小 学 校 『 第 六 学 年  卒 業 台 帳 ［ 自 明 治 四 十 三 年 度  至 大 正 十 一 年 度 ］』  ［ 北 海 道 ］  

□ 大 川 小 学 校 『 無 題 （ 明 治 3 6 年 ３ 月 卒 業 ～ 大 正 1 3 年 ３ 月 卒 業 ア ル バ ム ）』  ［ 北 海 道 ］  

■ 庁 立 小 樽 高 等 女 学 校 校 友 会 『 華 園  創 立 二 十 周 年 記 念 号 』 1 6（ 1 9 2 7 . 3）  ［ 北 海 道 ］  

□ 庁 立 小 樽 高 等 女 学 校 桜 陽 会『 卒 業 証 書 台 帳［ 自 明 治 四 二 年 三 月  至 昭 和 七 年 三 月 ］』 ［ 北
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海 道 ］  

□ 石 川 穣 治 「 編 輯 後 記 」（『 貝 殻 』 2 - 2 . 1 9 3 3 . 5）  

□ 小 野 吟 子 「 作 品 研 究  八 月 版 」（『 女 人 詩 』 1 2 . 1 9 3 3 . 1 1）  

□ 片 岡 敏 「 詩 書 散 見 」（『 カ イ エ 』 ９ . 1 9 3 4 . 1 1）  

□ 川 崎 昇 「 美 の 権 威 者 」（『 陽 炎 』 3 .陽 炎 詩 社 . 1 9 2 2 . 9）  [詩 ]  

■ 川 崎 昇 「 母 校 」（『 ア カ シ ヤ 』 1 .ア カ シ ヤ 社 . 1 9 2 2 . 1 0）  [短 歌 ]  

■ 川 崎 昇 「 日 曜 労 働 」（『 青 空 』 9 .青 空 社 . 1 9 2 3 . 7）  [詩 ]  

■ 川 崎 昇 「 は は 」（ 第 一 次 『 椎 の 木 』 5 . 1 9 2 7 . 2）  [詩 ]  

■ 川 崎 昇 「 母 」（ 第 二 次 『 椎 の 木 』 1 - 2 . 1 9 2 8 . 1 2）  [詩 ]  

□ 小 暮 妙 子 「 新 刊 紹 介  レ ス プ リ ・ ヌ ウ ボ オ 」（『 ご ろ つ ち よ 』 ７ . 1 9 3 4 . 1 2）  

□ 城 左 門 「 編 輯 後 記 」（『 文 芸 汎 論 』 6－ 2 . 1 9 3 6 . 2） [追 悼 ]  

□ 末 松 太 郎 「 編 輯 後 記 」（『 貝 殻 』 3 - 1 . 1 9 3 4 . 3）  

□ 杉 浦 伊 作 「 ご ろ つ ち よ へ の 言 葉 」（『 ご ろ つ ち よ 』 ８ . 1 9 3 5 . 1）  

□ T . K . P .「 縁 木 求 魚  第 十 冊 作 品 評 」（ 第 三 次 『 椎 の 木 』 1 - 1 1 . 1 9 3 2 . 1 1）  

□ T . K . P .「 ペ ン ギ ン と 鵜 秋 沙 」（ 第 三 次 『 椎 の 木 』 2 - 8 . 1 9 3 3 .８ ）  

□ T . K . P .「 秋 の レ パ ア ト リ 」（ 第 三 次 『 椎 の 木 』 2 - 1 1 . 1 9 3 3 . 1 1）  

□ T . K . P .「 C y c l o p e a n  E y e」（ 第 三 次 『 椎 の 木 』 3 - 5 . 1 9 3 4 . 5）  

□ 萩 原 朔 太 郎 「 丸 山 薫 と 衣 巻 省 三 」（『 四 季 』 3． 1 9 3 5 . 1／ 『 廊 下 と 室 房 』 第 一 書 房 ． 1 9 3 6）  

□ 長 谷 木 早 苗 「 女 詩 人 作 品 批 評 」（『 ご ろ つ ち よ 』 ６ . 1 9 3 4 . 1 1）  

□ 春 山 行 夫 「 雑 録 」（『 詩 と 詩 論 』 1 2 . 1 9 3 1 .６ ）  

□ 春 山 行 夫 「 後 記 」（『 文 学 』 １ . 1 9 3 2 .３ ）  

□ 春 山 行 夫 「 一 九 三 二 年 の 文 学 書 」（『 書 物 展 望 』 3 - 1． 1 9 3 3 . 1）  [翻 訳 ]  

■ 藤 村 青 一 「 淡 水 と 気 温 ― 左 川 ち か 女 に ー 」（『 仮 説 』 ２ 、 1 9 3 2 年 ７ 月 ／ 『 保 羅 』 近 代 の 苑

社 、 1 9 3 2 年 ９ 月 ）  [詩 ]  

□ 方 等 み ゆ き 「 後 記 」（『 女 人 詩 』 1 0 . 1 9 3 3 . 5）  

□ 方 等 み ゆ き 「 後 記 」（『 女 人 詩 』 1 1 . 1 9 3 3 . 8）  

□ 方 等 み ゆ き 「 作 品 研 究  八 月 版 」（『 女 人 詩 』 1 2 . 1 9 3 3 . 1 1）  

□ 方 等 み ゆ き 「“ ご ろ つ ち よ ” の 感 想 （ 二 ）」（『 越 中 新 聞 』 1 9 3 4 年 5 月 2 7 日 ）  [新 聞 ]  

□ 村 岡 達 二 「 訳 者 序 言 」（『 別 冊 新 文 学 研 究  ウ ル フ 文 学 論 』 金 星 堂 . 1 9 3 3 . 1 2） [翻 訳 ]  

□ 百 田 宗 治 「 後 記 」（ 第 三 次 『 椎 の 木 』 2 - 4 . 1 9 3 3 . 4）  

□ 山 村 酉 之 助 「 フ オ オ ヌ の 森 に て 」（ 第 三 次 『 椎 の 木 』 3 - 6 . 1 9 3 4 . 6）  

□ 山 村 酉 之 助 「 藝 術 手 帖 」（ 第 三 次 『 椎 の 木 』 4 - 6 . 1 9 3 5 . 7）  

□ S h a m .「 新 刊 紹 介 左 川 ち か 氏 訳 の《 C h a m b e r  M u s i c》」（『 新 英 米 文 学 』 1 - 9 . 1 9 3 2 . 1 0） [翻 訳 ]  

□ Ｙ 生 「 第 五 冊 作 品 批 評 」（『 今 日 の 詩 』 6 . 1 9 3 1 . 5）  

□ 無 記 名 「 編 輯 後 記 」（『 今 日 の 詩 』 ５ . 1 9 3 1 .４ ）  

□ 無 記 名 （ 伊 藤 整 カ ）「 編 輯 雑 録 」（『 新 文 学 研 究 』 ４ . 1 9 3 1． 1 0）  
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□ 無 記 名 （ 伊 藤 整 カ ）「 編 輯 雑 録 」（『 新 文 学 研 究 』 ６ . 1 9 3 2． ５ ）  

□ 無 記 名 「 消 息 」（ 第 三 次 『 椎 の 木 』 1 - 7 . 1 9 3 2 . 7）  

□ 無 記 名 「 消 息 」（ 第 三 次 『 椎 の 木 』 1 - 1 0 . 1 9 3 2 . 1 0）  

□ 無 記 名 （ 方 等 み ゆ き カ ）「 女 流 詩 人 の 仕 事 ぶ り 」（『 女 人 詩 』 1 5 . 1 9 3 5 . 1）  

□ 無 記 名 「 文 芸 汎 論  寄 稿 家 ・ 関 係 者 住 所 録 」（『 文 芸 汎 論 』 5－ 1、 1 9 3 5 . 1）  

□ ● 沼 塑 「 c a r n e t」（『 ご ろ つ ち よ 』 ２ . 1 9 3 4 .７ ）  

 

【 没 後 ： 1936～ 39 年 】  

□ 青 藻 葉 一 「 詩 壇 一 瞥 」（『 三 田 文 学 』 1 1 - 4 . 1 9 3 6 . 4）  

□ 伊 藤 整 「 幽 鬼 の 街 」（『 文 芸 』 1 9 3 7 年 8 月 号 ／ 『 街 と 村 』 第 一 書 房 . 1 9 3 9 . 5／ 『 伊 藤 整 全 集

３ 』 新 潮 社 . 1 9 7 3）  [小 説 ]  

□ 伊 藤 整 「 幽 鬼 の 村 」（『 文 学 界 』 1 9 3 8 年 8 月 号 ／ 『 街 と 村 』 第 一 書 房 . 1 9 3 9 . 5／ 『 伊 藤 整 全

集 ３ 』 新 潮 社 . 1 9 7 3）  [小 説 ]  

□ 伊 藤 整 『 青 春 』（ 河 出 書 房 . 1 9 3 8 . 5／ 『 伊 藤 整 全 集 ２ 』 新 潮 社 . 1 9 7 3）  [小 説 ]  

□ 加 藤 一 「 春 へ の 招 待  江 間 章 子 氏 詩 集 」（『 海 盤 車 』 2 2 . 1 9 3 6 . 1 1）  

□ 庁 立 小 樽 高 等 女 学 校 桜 陽 会 『 華 園  創 立 三 十 周 年 記 念 号 』 2 1（ 1 9 3 6 . 1 2）  ［ 北 海 道 ］  

□ 庁 立 小 樽 高 等 女 学 校 桜 陽 会 『 華 園 』 2 2（ 1 9 3 9 . 3）  ［ 北 海 道 ］  

□ 方 等 み ゆ き 「 あ と が き 」（『 女 人 詩 』 1 8 . 1 9 3 6 . 3）  

□ マ リ ヤ・カ ス テ ル ス カ 著・柳 亮 訳『 ポ ド ラ シ イ の 傳 説（ 古 代 波 蘭 傳 説 ）』（ 昭 森 社 . 1 9 3 6 . 1 0）

※ 巻 末 に 左 川 ち か 詩 集 近 刊 広 告  

□ 百 田 宗 治 「 卑 見 」（『 文 芸 汎 論 』 7 - 4 . 1 9 3 7 . 4）  

□ 無 記 名 （ 百 田 宗 治 カ ）「 椎 の 木 社 通 信 」（ 第 三 次 『 椎 の 木 』 5 - 4 . 1 9 3 6 . 4）  

 

【 1940 年 代 】  

□ 伊 藤 整 『 鳴 海 仙 吉 』（『 文 明 』 他 . 1 9 4 6～ 4 8 連 載 ／ 細 川 書 店 . 1 9 5 0／ 『 伊 藤 整 全 集 ５ 』 新 潮

社 . 1 9 7 2）  [小 説 ]  

□ 左 川 ち か 「 言 葉 」（『 近 代 詩 』 １ .文 学 地 帯 社 ． 1 9 4 7 . 6）  

□ 左 川 ち か 「 言 葉 」（『 車 窓 』 2 - 9 .大 阪 鉄 道 局 竜 華 検 車 区 国 鉄 労 組 青 年 部 . 1 9 4 7 . 1 0）  

□ 百 田 宗 治 「 覚 書 」（『 蓬 莱 』 有 光 社 ． 1 9 4 3）  

□ 百 田 宗 治 「 回 想 左 川 ち か 」「 解 説 的 に  左 川 ち か 」（『 現 代 詩 』 臼 井 書 房 . 1 9 4 8）  

 

【 1950 年 代 】  

□ 阿 部 保 「 跋 」（『 冬 薔 薇 』 川 崎 書 房 新 社 . 1 9 5 5 . 2）  

□ 伊 藤 整「 川 崎 く ら 子 夫 人 を 葬 る 詩 」（『 季 節 』2－ 4 . 1 9 5 7 . 1 0／『 伊 藤 整 全 集 １ 』新 潮 社 . 1 9 7 2） 

[詩 ]  

□ 梅 本 育 子 「 プ ロ ム ナ ア ド 」（『 現 代 詩 研 究 』 4 3 . 1 9 5 4 . 5）  
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□ 江 間 章 子 『 詩 へ の い ざ な い 』（ 柴 田 書 店 . 1 9 5 7）  

□ 現 代 詩 辞 典 編 集 部 「 新 領 土 」（ 堀 口 大 学 ・ 吉 田 精 一 ・ 中 野 重 治 監 修 『 現 代 詩 辞 典 』 飯 塚 書

店 . 1 9 5 0）  

□ 斎 藤 昌 三 「 日 本 限 定 本 人 気 番 附 」（『 日 本 古 書 通 信 』 2 0－ 1 . 1 9 5 5 .１ ）  

□ 佐 々 木 桔 梗 「 肉 筆 挿 絵 本 」（『 書 痴 往 来 』 2－ 3 . 1 9 5 7 . 9）  

■ 澤 村 光 博 「 現 代 詩 の 歴 史 」（『 現 代 詩 入 門 』 3 - 1 .雑 誌 社 . 1 9 5 7 . 1）  

□ 神 保 光 太 郎 「 椎 の 木 」（ 伊 藤 信 吉 ・ 遠 地 輝 武 ・ 北 川 冬 彦 ・ 近 藤 東 ・ 西 脇 順 三 郎 ・ 村 野 四 郎

編 『 世 界 現 代 詩 辞 典 』 創 元 社 . 1 9 5 1）  [事 典 ]  

■ 春 山 行 夫 「 左 川 ち か 〈 季 節 風 〉」（『 北 海 日 日 新 聞 』 1 9 5 4 年 ８ 月 ９ 日 ）  [新 聞 ]  

□ 福 田 清 人 「 伊 藤 整 」（『 新 潮 』 5 1 - 1 1 . 1 9 5 4 . 1 1）  

□ 堀 口 大 学・吉 田 精 一・中 野 重 治 監 修・現 代 詩 辞 典 編 集 部 編『 現 代 詩 辞 典 』（ 飯 塚 書 店 . 1 9 5 0）

無 記 名 「 新 領 土 」  [事 典 ]  

無 記 名 「 限 定 本 時 価 目 録 」（『 日 本 古 書 通 信 』 1 9－ 6 . 1 9 5 4 年 ６ 月 1 5 日 ）  

無 記 名 「 限 定 本 時 価 目 録 （ 一 ）」（『 日 本 古 書 通 信 』 2 3－ 3 . 1 9 5 8 年 ３ 月 1 5 日 ）  

 

【 1960 年 代 】  

□ 菊 地 康 雄 『 現 代 詩 の 胎 動 期 ・ 青 い 階 段 を の ぼ る 詩 人 達 』（ 現 文 社 . 1 9 6 7）  

□ 諏 訪 優 『 女 流 詩 人  詩 を 愛 す る あ な た の た め に 』（ 新 書 館 . 1 9 6 6）  

□ 瀬 沼 茂 樹 「 伊 藤 整 と の 出 逢 い ― 小 説 ・ 伊 藤 整 － 」（『 群 像 』 1 9 6 4 年 1 0 月 号 ／ 『 伊 藤 整 』 冬

樹 社 . 1 9 7 1）  

□ 田 村 隆 一 「 死 人 の 眼 」（『 展 望 』 9 5 . 1 9 6 6 . 1）  

□ 塚 本 邦 雄 「 ぴ っ ぱ ・ ぱ っ せ す ― ま た は 詩 歌 に お け る 青 春 」（『 短 歌 』 1 9 6 9 年 1 0 月 号 ／ 『 序

破 急 急 』 筑 摩 書 房 . 1 9 7 2／ 『 塚 本 邦 雄 全 集 』 8 巻 .ゆ ま に 書 房 . 1 9 9 9）  

□ 野 田 宇 太 郎『 日 本 近 代 詩 事 典 』（ 青 蛙 房 . 1 9 6 1／ 改 題『 詩 人 と 詩 集 』南 北 社 . 1 9 6 7／ 新 装 版 .

沖 積 舎 . 1 9 9 5）  

□ 武 蔵 野 音 楽 大 学 図 書 館 『 年 間 収 書 目 録 』（ 1 9 6 7 .８ ） → 「 三 善 晃  白 く 」 [音 楽 ]  

□ 早 川 正 行（ 雅 之 ）「 伊 藤 整 論（ 一 ）：『 雪 明 り の 路 』論 」（『 日 本 文 学 誌 要 』2 1 .法 政 大 学 . 1 9 6 8 . 6） 

無 記 名 「 大 正 昭 和 詩 集 時 価 目 録 （ 下 ）」（『 日 本 古 書 通 信 』 2 5－ 7 . 1 9 6 0 年 ７ 月 1 5 日 ）  

 

 

【 1970 年 代 】  

□ 朝 森 弓 子 「『 女 人 詩 』 あ れ こ れ 」（『 風 祭 』 1 9 7 7 年 2 月 号 ／ 『 随 筆 集 蒼 穹 』 草 原 社 . 1 9 8 4）  

□ 市 古 貞 次 他 「 詩 歌 の 〈 近 代 〉」（『 日 本 文 学 全 史 』 5． 学 燈 社 . 1 9 7 8）  

□ 今 村 秀 太 郎 「 昭 森 社 と 蘭 台 山 房 」（『 古 通 豆 本 2 3  昭 森 社 本 』 日 本 古 書 通 信 社 . 1 9 7 5）  

□ 内 田 る り 子 『 三 善 晃 歌 曲 集 』（ 全 音 譜 出 版 社 . 1 9 7 1 年 ）  

□ 右 遠 俊 郎 「 曽 根 氏 の 労 作 を 読 む 」（『 評 言 と 構 想 』 1 0 . 1 9 7 7 . 7）  



6 

 

□ 大 橋 吉 之 輔「 S h e r w o o d  A n d e r s o n と 三 人 の 日 本 人（ 7）」（『 英 語 青 年 』 1 2 1 - 1 0 . 1 9 7 6 . 1／『 ア

ン ダ ス ン と 三 人 の 日 本 人 』 研 究 社 出 版 . 1 9 8 4）  [翻 訳 ]  

□ 小 川 和 佑 「 愛 と 性 か ら 描 く 巨 匠 の 素 顔  曾 根 博 義 『 伝 記 伊 藤 整 』」（『 サ ン デ ー 毎 日 』

5 6 - 3 6 . 1 9 7 7 . 8 . 2 1）  

□ く ら た ゆ か り 「 女 人 詩 と 方 等 み ゆ き 先 生 」（『 歌 う 詩 』 1 9 7 4 年 1 2 月 号 ）  

□ 小 松 瑛 子 「 女 流 文 学 展 の 裏 方 」（『 北 方 文 芸 』 7－ 1 1 . 1 9 7 4 . 1 1）  ［ 北 海 道 ］  

□ 小 松 瑛 子 「 私 の 植 物 誌 （ 3 1）」（『 小 樽 詩 話 会 1 1 周 年 記 念 号 』 1 9 7 4 . 1 2）  

□ 昭 和 女 子 大 学 近 代 文 学 研 究 室 「 近 代 文 芸 年 表 （ 3 4）」（『 近 代 文 学 研 究 叢 書 』 3 4． 1 9 7 1 . 7）  

□ 昭 和 女 子 大 学 近 代 文 学 研 究 室 「 近 代 文 芸 年 表 （ 4 2）」（『 近 代 文 学 研 究 叢 書 』 4 2． 1 9 7 5 . 1 1） 

□ 白 石 か ず こ 「 出 逢 い と い う ハ プ ニ ン グ 」（『 青 春 の ハ イ エ ナ た ち の 手 紙 』 三 笠 書 房 . 1 9 7 0）  

□ 曾 根 博 義 「 伊 藤 整 年 譜 」（『 伊 藤 整 全 集 2 4』 新 潮 社 . 1 9 7 4）  

□ 曾 根 博 義 「 伊 藤 整 の 出 発 ― 詩 人 と し て の 恋 愛 体 験 ― 」（『 文 芸 四 季 』 1 . 1 9 7 4 . 1 1）  

□ 曾 根 博 義 「『 海 の 捨 児 』 論 」（『 評 言 と 構 想 』 1 0 . 1 9 7 7 . 7）  

□ 曾 根 博 義「 雑 談 ・ 伊 藤 整 の 生 と 死 」（『 燎 原 』 5． 1 9 7 8 . 1 0／『 私 の 文 学 渉 猟 』夏 葉 社 . 2 0 2 1） 

□ 竹 内 清 己「 紹 介  曽 根 博 義 著『 伝 記・伊 藤 整 ― 詩 人 の 生 涯 』（『 芸 術 至 上 主 義 文 芸 』３ . 1 9 7 7 .

９ ）  

□ 塚 谷 晃 弘 「 コ レ ク シ ョ ン 礼 讃 」（『 陶 説 』 2 4 5 . 1 9 7 3 . 8）  

□ 永 松 定 「 伊 藤 整 君 と の こ と 」（『 伊 藤 整 全 集 ２ 』 月 報 .新 潮 社 . 1 9 7 3）  

□ 原 子 朗「『 詩 と 詩 論 』を め ぐ る 諸 問 題 ― 新 し い 詩 史 の た め の 反 語 的 詩 論 」（『 日 本 近 代 文 学 』

1 9 . 1 9 7 3 . 1 0）  

□ 飛 高 隆 夫 「 昭 和 1 1 年 」（『 国 文 学  解 釈 と 教 材 の 研 究 』 2 3－ ３ 「 編 年 体 ・ 日 本 近 代 詩 歌

史 」 . 1 9 7 8 .２ ）  

□ 平 田 武 靖 「 書 評 ク リ ニ ッ ク  マ ス コ ミ 書 評 の 評 に よ る 新 刊 案 内 」（『 諸 君 ！ 』 1 9 7 9 年 8 月

号 ）  

□ 北 海 道 文 学 館 事 務 局 『 北 海 道 文 学 館 報 』 1 5（ 1 9 7 5 . 9）  ［ 北 海 道 ］  

□ 春 山 行 夫 「 小 樽 以 来 」（ 田 居 尚 『 信 天 翁 』 六 興 出 版 . 1 9 7 6）  

 

【 1980 年 代 】  

□ 井 坂 洋 子 「 詩 は 直 感 の し わ ざ 、 小 説 は 忍 耐 の し わ ざ 。」（『 こ と ば は ホ ウ キ 星 』 主 婦 の 友

社 . 1 9 8 5／ ち く ま 文 庫 . 1 9 9 0）  

□ 衣 斐 千 代「 金 光 教 と 我 が 家 」（ 金 光 教 小 樽 教 会『 金 光 教 小 樽 教 会 布 教 満 九 十 年 記 念 誌 』1 9 8 6） 

□ 江 間 章 子 「 想 い の ゆ く え 」（ 初 出 不 明 ／ 『 ＜ 夏 の 思 い 出 ＞ そ の 想 い の ゆ く え 』 宝 文 館 出

版 . 1 9 8 7）  

□ 岡 野 他 家 夫 「 本 （ 書 物 ） の 番 附 」（『 明 治 本 徘 徊 』 ゆ ま に 書 房 . 1 9 8 8） ※ 初 出 不 明  

□ こ た き こ な み 「 ラ ウ ン ジ 」（『 ラ ・ メ ー ル 』 2 . 1 9 8 3． 1 0）  

□ 市 立 小 樽 文 学 館 『 若 い 詩 人 の 肖 像  伊 藤 整 』（ パ ン フ レ ッ ト . 1 9 8 1）  ［ 北 海 道 ］  
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□ 出 渕 敬 子・亀 井 規 子・武 谷 紀 久 雄・塚 野 千 晶・三 神 和 子・結 城 淑 子「 日 本 に お け る V . W o o l f

研 究 書 誌 （ そ の １ ）」（『 ヴ ァ ー ジ ニ ア ・ ウ ル フ 研 究 』 1 . 1 9 8 4 . 3）  ［ 詩 歌 ］  

□ 嘉 瀬 井 整 夫 「 昭 和 モ ダ ニ ズ ム 前 後 」（『 井 伏 鱒 二 と そ の 時 代 』 林 道 舎 . 1 9 8 6）  

□ 佐 川 章 『 文 学 忌 歳 時 記 』（ 創 林 社 . 1 9 8 2）  

□ 瀬 沼 茂 樹 「 中 野 会 の 頃 」（『 群 像 』 3 7 - 7． 1 9 8 2． 7）  

□ 曾 根 博 義 「 若 い 詩 人 の 肖 像 （ 伊 藤 整 ）」（『 国 文 学 解 釈 と 鑑 賞 』 1 9 8 4 年 1 1 月 ）  

□ 日 外 ア ソ シ エ ー ツ 編 『 昭 和 物 故 人 名 録 （ 昭 和 元 年 ～ 5 4 年 ）』（ 日 外 ア ソ シ エ ー ツ . 1 9 8 3）  

□ 野 崎 明 弘 「 コ ン ピ ュ ー タ ー の 実 力 」（『 現 代 思 想 』 1 5― 1 3 . 1 9 8 7 . 1 1）  

□ 野 崎 明 弘 「 人 間 、 コ ン ピ ュ ー タ ー 、 丸 暗 記 」（『 現 代 思 想 』 1 6― 1 . 1 9 8 8 . 1）  

□ 藤 原 菜 緒 子 「 を が さ べ り の 風 土 ― 澤 木 隆 子 ノ ー ト 」（『 ラ ・ メ ー ル 』 1 4 . 1 9 8 6． 1 0）  

□ 保 昌 正 夫 「 い ろ い ろ と 好 き な 本 あ り ― 「 い ろ は 」 体 」（『 舢 板 』 1 9 8 4 年 1 1 月 ／ 『 保 昌 正 夫

一 巻 本 選 集 』 河 出 書 房 新 社 . 2 0 0 4）  

□ 北 海 道 小 樽 桜 陽 高 等 学 校 桜 陽 会 名 簿 刊 行 会 委 員 会 『 昭 和 5 9 年 度  桜 陽 会 員 名 簿 』（ 日 本

名 簿 出 版 . 1 9 8 4）  ［ 北 海 道 ］  

□ 余 市 町 立 大 川 小 学 校 開 校 百 周 年 記 念 祝 賀 協 賛 会 編 『 余 市 町 立 大 川 小 学 校 開 校 1 0 0 周 年 記

念 同 窓 会 名 簿 』（ 余 市 町 立 大 川 小 学 校 . 1 9 8 3）  

 

【 1990 年 代 】   

□ 新 井 豊 美 ・ 正 津 勉 ・ 鈴 木 志 郎 康 「 女 性 詩 は こ う 変 わ っ た 」（『 現 代 詩 手 帖 』 3 4 - 9 . 1 9 9 1 . 9）  

□ 石 井 久 雄 「 近 代 詩 の 一 行 の な が さ 」（『 計 量 国 語 学 』 1 8－ ７ . 1 9 9 2 . 1 2）  

□ 梅 津 時 比 古「 ク ラ ッ シ ッ ク ふ ぁ ん た じ い  真 夏 の 死 」（『 毎 日 新 聞 』 1 9 9 7 年 ７ 月 ８ 日 夕 刊 東

京 版 ）  ［ 新 聞 ］［ 音 楽 ］  

□ 内 田 道 雄 「『 街 と 村 』 幻 想 考 」（『 古 典 と 現 代 』 6 4 . 1 9 9 6 .９ ）  

□ 江 間 章 子 「 ― い ま 」（『 タ ン ポ ポ の 呪 詛 』 書 肆 ひ や ね . 1 9 9 0／ 『 江 間 章 子 全 詩 集 』 宝 文 館 出

版 . 1 9 9 9）  

□ 小 笠 原 克 「 伊 藤 整 の 青 春 （ 上 ）」（『 詩 人 会 議 』 3 7 - 2 . 1 9 9 9 .２ ）  

□ 小 原 眞 紀 子 「 女 の 時 間 」（『 現 代 詩 手 帖 』 3 6 - 1 2 . 1 9 9 3 . 1 0）  

□ 笠 原 勝 朗 『 英 米 文 学 翻 訳 書 目 ― 各 作 家 研 究 書 付 』（ 沖 積 舎 . 1 9 9 0）  [翻 訳 ]  

□ 串 田 孫 一 ・ 田 中 清 光 編 『 花 の 詩 集 』（ 筑 摩 書 房 ． 1 9 9 5）  ［ 合 集 ］  

□ 佐 々 木 桔 梗 「 解 説 ― 詩 史 的 視 座 か ら ― 」（『 タ ン ポ ポ の 呪 詛 』 書 肆 ひ や ね . 1 9 9 0）  

□ 佐 々 木 桔 梗 「 解 説 」（『 江 間 章 子 全 詩 集 』 宝 文 館 出 版 . 1 9 9 9）  

□ 曽 根 博 義「 ジ ョ イ ス と 芥 川 龍 之 介 ― ジ ョ イ ス 受 容 史 の 点 と 線（ 一 ）― 」（『 遡 河 』2 7．1 9 9 0 . 1） 

[翻 訳 ]  

□ 鶴 岡 善 久 「 福 田 知 子 の 仕 事 を め ぐ っ て 」（ 福 田 知 子 『 微 熱 の 花 び ら 』 蜘 蛛 出 版 社 . 1 9 9 0）  

[翻 訳 ]  

□ 永 井 浩 「 評 論 活 動 」（『 北 の 詩 人 た ち と そ の 時 代 』 北 海 道 新 聞 社 。 1 9 9 0）  
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□ 中 村 洋 子 編「 著 作 目 録 」「 年 譜 」（『 人 物 書 誌 大 系 2 4  春 山 行 夫 』日 外 ア ソ シ エ ー ツ . 1 9 9 2 . 6） 

□ 中 村 洋 子 「 春 山 行 夫 覚 書 ・ 書 簡 の 整 理 」（『 書 誌 調 査 1 9 9 6』 書 誌 調 査 研 究 会 . 1 9 9 6 . 1 1）  

□ 中 村 洋 子 「 蔵 書 の 現 在 ― 春 山 行 夫 文 庫 」（『 現 代 詩 手 帖 』 4 0 - 1 1 . 1 9 9 7 . 1 1）  

□ 中 村 洋 子 『 春 山 行 夫 覚 書  小 説 』（ 緑 の 笛 豆 本 の 会 . 1 9 9 8）  

□ 楢 崎 洋 子「 三 善 晃 の 作 曲 様 式 序 説 ‐ 1 9 5 0 年 代 か ら 1 9 6 0 年 前 半 に か け て の 器 楽 作 品 と 声 楽

作 品 の 関 係 を め ぐ っ て ‐ 」（『 武 蔵 野 音 楽 大 学 研 究 紀 要 』 3 8 . 2 0 0 6 . 3）  [音 楽 ]  

□ 西 原 康 子 「 江 間 章 子 の 軌 跡 ― 多 彩 な 花 の 眩 惑 」（『 ラ ・ メ ー ル 』 3 5 . 1 9 9 2． １ ）  

□ 城 戸 朱 理 「 絶 対 の 両 義 性  吉 岡 実 」（ 野 村 喜 和 夫 ・ 城 戸 朱 理 『 討 議 戦 後 詩  詩 の ル ネ ッ サ

ン ス へ 』 思 潮 社 ． 1 9 9 7）  

□ 稗 田 菫 平 「 女 人 詩 」（『 富 山 県 文 学 事 典 』 桂 書 房 . 1 9 9 2）  

□ 八 木 福 次 郎 「 夭 折 作 家 」（ 初 出 不 詳 1 9 9 7 . 8／ 『 古 本 蘊 蓄 』 平 凡 社 . 2 0 0 7）  

□ 山 本 楡 美 子 ・ 柳 沢 永 子 編 「 女 性 詩 集 年 表 」（『 ラ ・ メ ー ル 』 3 1 . 1 9 9 1）  

□ 無 記 名「 瀬 山 詠 子 が『 日 本 歌 曲 の 夕 べ 』 自 ら 委 嘱 し た 日 本 を 代 表 す る 傑 作 ４ 歌 曲 を 」（『 毎

日 新 聞 』 1 9 9 3 年 ６ 月 1 0 日 夕 刊 東 京 版 ）  ［ 新 聞 ］［ 音 楽 ］  

□ 無 記 名「 左 川 ち か 」（ 北 海 道 新 聞 社『 北 海 道 歴 史 人 物 事 典 』北 海 道 新 聞 社 . 1 9 9 3）  [事 典 ]  

□ 無 記 名「 左 川 ち か 」（ 永 原 和 子 監 修『 日 本 女 性 肖 像 大 事 典 』日 本 図 書 セ ン タ ー . 1 9 9 5） [事

典 ]  

 

【 2000 年 代 】  

□ 赤 井 都『 手 で 作 る 小 さ な 本  豆 本 づ く り の い ろ は 』（ 河 出 書 房 新 社 . 2 0 0 9／ 増 補 新 版 、2 0 1 4） 

□ 伊 藤 礼 「 父 母 の こ と （ 二 ） 母 の 乳 房 」（『 月 刊 百 科 』 5 3 7 . 2 0 0 7 . 7）  

□ 尾 形 大 「 伊 藤 整 論 ― 『 青 春 』 の 時 代 ― 」（『 繍 』 1 5 .早 稲 田 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 日 本 文 学

専 攻 （ 近 代 ） 繍 の 会 、 2 0 0 3 . 3）  

□ 『 核 』「 追 悼 小 松 瑛 子 」（ 7 1 . 2 0 0 1 . 1） → 文 梨 政 幸 「 小 松 瑛 子 さ ん の こ と 」、 高 橋 明 子 「 小

松 瑛 子 さ ん と 小 樽 」  

□ 金 澤 一 志 「 北 園 克 衛 略 年 譜 」（『 現 代 詩 手 帖 』 4 5 - 1 1 . 「 特 集  生 誕 百 年 ・ 北 園 克 衛 再

読 」 . 2 0 0 2 . 1 1）  

□ 木 原 直 彦 『 北 の 風 土 を ゆ く  北 海 道 文 学 ド ラ イ ブ ー １ ・ 道 央 編 』（ イ ベ ン ト 工 学 研 究

所 . 2 0 0 2）  ［ 北 海 道 ］  

□ 倉 阪 鬼 一 郎 『 騙 し 絵 の 館 』（ 東 京 創 元 社 ． 2 0 0 7 年 ）  

□ 佐 藤 将 寛 「 百 田 宗 治 と 旭 川 ・ 安 足 間 の 人 々 」（『 ヘ カ ッ チ 』 5． 2 0 0 0 . 1 0）  

□ 曾 根 博 義 「 紀 伊 國 屋 書 店 の P R 誌 」（『 舢 板 』 3 期 6 号 . 2 0 0 3 . 1 2）  

□ 武 井 幸 夫 「 詩 人 左 川 ち か に つ い て ‐ 文 献 に 残 さ れ て い る 足 跡 と 作 品 を 中 心 に ‐ 」（ 余 市 郷

土 研 究 会 『 余 市 歴 史 探 訪 講 座 資 料 集 』 平 成 1 2 年 度 . 2 0 0 0）  

□ 谷 口 哲 郎 「 モ ダ ニ テ ィ の 逆 説 [パ ラ ド ッ ク ス ]と 幽 霊 ― 萩 原 朔 太 郎 と 藤 田 文 江 」（『 オ ド ラ

デ ク 』 3 . 2 0 0 5 . 1 1）  
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□ 谷 口 哲 郎 「 藤 田 文 江 年 譜 」（『 天 秤 宮 』 2 4 . 2 0 0 6 . 8）  

□ 外 村 彰 「 高 祖 保 略 年 譜 」（『 念 ふ 鳥  詩 人 高 祖 保 』 龜 鳴 屋 ． 2 0 0 9）  

□ 中 村 文 昭 編 著 『 現 代 詩 研 究  現 代 篇 』（ ノ ー サ イ ド 企 画 室 . 2 0 0 4）  

□ 日 外 ア ソ シ エ ー ツ『 日 本 著 者 名・人 名 典 拠 録  新 訂 増 補 第 三 版 』（ 日 外 ア ソ シ エ ー ツ . 2 0 1 2）

[事 典 ]  

□ 原 子 修 「 概 説  北 海 道 の 詩 」（ 北 海 道 立 文 学 館 編 『 ガ イ ド  北 海 道 の 文 学 』 . 2 0 0 5 . 1 1）  

□ 坂 東 里 美 「 モ ダ ン ガ ー ル ズ そ の ２  夜 の 花 ‐ 山 中 富 美 子 」（『 c o n t r a l t o 』 1 2 . 2 0 0 6 . 3 ／

h t t p : / / w w w . i n t e r q . o r . j p / s u n / r a i n t r e e / r a i n 3 1 / m o d e r n g i r l s 2 . h t m l）  

□ 坂 東 里 美 「 ＜ 詩 を 読 む ＞  純 粋 詩 を も と め て ‐ 荘 原 照 子 ‐ 」（『 r a i n  t r e e』 2 9 . 2 0 0 6 . 4／

h t t p : / / w w w . i n t e r q . o r . j p / s u n / r a i n t r e e / r a i n 3 1 / m o d e r n g i r l s 6 . h t m l）  

□ 坂 東 里 美 「 ＜ 雨 の 木 の 下 で ＞  銀 色 の 魚 」（『 r a i n  t r e e』 2 9 . 2 0 0 6 . 4）  

□ 坂 東 里 美「 江 間 章 子  最 後 の 女 性 モ ダ ニ ス ト 一 九 三 〇 年 代 の 女 性 前 衛 詩 人 た ち（ ２ ）」（『 詩

学 』 6 2 - 5 . 2 0 0 7 . 6）  

□ 中 島 美 幸『 日 本 女 性 詩 史 序 説  :  文 学・戦 争・ジ ェ ン ダ ー 』（ 愛 知 淑 徳 大 学 博 士 論 文 . 2 0 0 3 . 3） 

□ 中 村 洋 子 「 春 山 行 夫 覚 書 ― 左 川 ち か の 手 紙 」（『 ノ ワ ー ル 』 1 . 2 0 0 1 . 1 2）  

□ 北 海 道 小 樽 桜 陽 高 等 学 校 同 窓 会 『 平 成 1 2 年 度  桜 陽 会 員 名 簿 』（ 廣 済 堂 . 2 0 0 0）  ［ 北 海

道 ］  

□ 無 記 名「 石 神 井 書 林  目 録 か ら た だ よ っ て く る 新 鮮 さ と 若 々 し さ 」（『 東 京 人 』1 6 6 . 2 0 0 1 . 5） 

 

【 2010 年 代 】  

□ 青 柿 将 大 作 曲「 錆 び た ナ イ フ ― 左 川 ち か の 詩 に よ る ― 」（ 左 川 ち か 詩 ．合 唱 曲・声 楽 曲 . 2 0 1 1

年 ）奏 楽 堂 日 本 歌 曲 コ ン ク ー ル 第 1 9 回 作 曲 部 門 一 般 の 部 入 選  「 朝 の パ ン 」「 青 い 馬 」「 錆

び た ナ イ フ 」  [音 楽 ]  

□ 石 原 深 予 『 尾 崎 翠 の 詩 と 病 理 』（ ビ イ ン グ ネ ッ ト プ レ ス . 2 0 1 5）  

□ い ぬ の せ な か 座 「 詩 （ 史 ） は ど の よ う に (今 )使 え る か 」（『 現 代 詩 手 帖 』 6 2 - 4 . 2 0 1 9 . 0 3）  

□ 内 堀 弘 「 昭 森 社 の こ と 」（『 本 の 雑 誌 』 4 3 - 8 . 2 0 1 8 . 8）  

□ 内 堀 弘 「 下 町 の 古 本 屋 の 懸 命 な 好 奇 心  独 学 の 意 欲 が あ れ ば 古 書 の 世 界 は 一 生 学 校 だ 」

（『 図 書 新 聞 』 2 0 1 9 年 1 0 月 ５ 日 ）  

□ 浦 西 和 彦 ・ 増 田 周 子 ・ 荒 井 真 理 亜 編 『 大 阪 文 藝 雑 誌 総 覧 』（ 和 泉 書 院 . 2 0 1 3）  

□ 江 田 浩 司 「 佐 藤 弓 生 第 三 歌 集 『 薄 い 街 』 を 読 み な が ら 。」（「 万 来 舎  短 歌 の 庫  第 1 7 8 回 」

h t t p : / / b a n r a i s h a . c o . j p / h u m i / e d a / e d a 1 7 8 . h t m l  2 0 1 1 年 ６ 月 2 4 日 ／『 緑 の 闇 に 拓 く 言 葉 [パ

ロ ー ル ]』 万 来 舎 . 2 0 1 3）  

□ エ リ ス 俊 子 「 モ ダ ニ ズ ム の 身 体 ― 一 九 一 〇 年 代 ～ 三 〇 年 代 日 本 近 代 詩 の 展 開 ― 」（ 中 央 大

学 人 文 科 学 研 究 所 編 『 モ ダ ニ ズ ム を 俯 瞰 す る 』 中 央 大 学 出 版 部 . 2 0 1 8）  

□ 岡 井 隆 「 詩 の 点 滅 ― 現 代 詩 と し て の 短 歌 （ 第 二 部 ）」（『 角 川 短 歌 』 6 3 - 6 . 2 0 1 6 . 5）  

□ 尾 形 大 「 研 究 動 向  伊 藤 整 」（『 昭 和 文 学 研 究 』 7 9 . 2 0 1 9 . 9）  

http://banraisha.co.jp/humi/eda/eda178.html
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□ 小 川 正 浩 「 北 園 克 衛 雑 記 帳 ⑦ ‐ 左 川 ち か に つ い て 」（『 青 焔 』 7 1 号 . 2 0 1 1 . 6）  

□ 小 関 素 明 「 巻 頭 言 ＜ 小 特 集 ＞ 立 憲 主 義 の 『 深 層 』 か ら 『 真 相 』 へ ‐ そ の 原 素 と 枢 点 を 見

す え て ‐ 」（『 立 命 館 大 学 人 文 科 学 研 究 所 紀 要 』 1 1 5 . 2 0 1 8 . 3）  

□ 小 野 夕 馥 編 『 L Ē V O C A T I O N』 9「 森 開 社 刊 行 書 総 目 録 」（ 森 開 社 . 2 0 1 0 . 2）［ 未 見 ］  

□ 小 野 夕 馥 「 詩 界 温 故 知 新 ― 左 川 ち か と 冨 土 原 清 一 」（『 螺 旋 の 器 』 創 刊 号 .森 開 社 . 2 0 1 8 . 9） 

□ 小 野 夕 馥 「 追 懐 ― 曾 根 博 義 氏 の 踵 を 拜 し て 」（『 螺 旋 の 器 』 １ 、 2 0 1 8 . 9） ハ リ ー ・ ク ロ ス

ビ ー 著 ・ 左 川 ち か 訳 「 E M B R A C E  M E  Y O U  S A I D」 １ 篇 収 録  

□ 小 野 夕 馥 「 編 輯 後 記 」（『 螺 旋 の 器 』 ２ .森 開 社 、 2 0 1 8 . 1 1）   

□ 小 野 夕 馥 「 温 故 知 新 」（『 螺 旋 の 器 』 ４ .森 開 社 . 2 0 1 9 . 8） → 左 川 ち か 随 筆 「 春 ・ 色 ・ 散 歩 」

1 9 3 5 年 、 詩 「 青 い 馬 」（『 越 佐 詩 歌 集 』 版 1 9 3 0 年 ）、 伊 東 昌 子 「 女 流 詩 人 の 旗 」 1 9 3 5 年 収 録  

□ 小 野 夕 馥 「 編 輯 後 記 」（『 螺 旋 の 器 』 ５ .森 開 社 、 2 0 1 9 . 1 1）   

□ カ ニ エ ・ ナ ハ 「 詩 誌 月 評  と い っ し ょ に 踊 る た め に 」（『 現 代 詩 手 帖 』 5 9 - 7 . 2 0 1 6 . 7）  

□ カ ニ エ・ナ ハ「 詩 誌 月 評  短 歌 ‐ 詩 ‐ 俳 句 ‐ 詩 ‐ 翻 訳 ‐ 詩 」（『 現 代 詩 手 帖 』5 9 - 1 1 . 2 0 1 6 . 1 1） 

［ 翻 訳 ］  

□ 亀 井 志 乃 「 伊 藤 整 文 学 ア ル バ ム 」（ 伊 藤 整 文 学 賞 の 会 編 『 伊 藤 整 文 学 賞 二 十 五 年 の 歩 み 』

2 0 1 4）  

□ 亀 井 秀 雄 『 小 樽 『 は じ め て 』 の 文 学 史 ― 明 治 ・ 大 正 篇 ― 』（ 市 立 小 樽 文 学 館 ・ 小 樽 文 学

舎 . 2 0 1 4）  ［ 北 海 道 ］  

□ 川 鍋 義 一 「 そ の 根 は ― 吉 岡 実 論 ２ 」（『 る る 』 5 .現 代 詩 ／ 詩 論 研 究 会 . 2 0 1 8 . 1 0）  

□ 川 村 湊 「 雪 と 川 と 林 檎 園 」（ 伊 藤 整 文 学 賞 の 会 編 『 伊 藤 整 文 学 賞 二 十 五 年 の 歩 み 』 2 0 1 4）  

□ 北 原 美 那 「 早 稲 田 文 学 増 刊 女 性 号 に つ い て 」（『 文 藝 別 冊 川 上 未 映 子 』 河 出 書 房 新 社 、

2 0 1 9 . 1 1）  

□ 栗 原 敦 編 『 詩 の あ り か に 触 れ る さ さ や か な 試 み  詩 集 』（ 日 本 近 代 文 学 館 企 画 展 「 詩 の あ

り か に 触 れ る さ さ や か な 試 み 」 冊 子 . 2 0 1 9 . 1 1）  [合 集 ]参 照  

□ 紅 野 謙 介 「 文 学 が 再 生 す る と き ‐ 『 早 稲 田 文 学 増 刊  女 性 号 』 を 読 ん で 」（『 す ば る 』

4 0 - 5 . 2 0 1 8 . 4）  

□ 斎 藤 柳 光 「 学 校 法 人 城 西 大 学 理 事 長 水 田 宗 子 の 人 生 ノ ー ト 『 偽 ら ず 、 欺 か ず 、 諂 わ ず 』

6 7」（『 埼 玉 新 聞 』 2 0 1 0 年 4 月 2 1 日 ）  [新 聞 ]  

□ 榊 原 貴 教 編 『「 翻 訳 詩 」 事 典  フ ラ ン ス 編 』（ ナ ダ 出 版 セ ン タ ー . 2 0 1 8）  [翻 訳 ]  

□ 坂 口 博 「 幻 の モ ダ ニ ズ ム 詩 人  山 中 冨 美 子 」（『 西 日 本 文 化 』 4 4 3 . 2 0 1 0 . 2）  

□ 佐 藤 弓 生 「 季 奏 （ う そ ね っ と  ９ ）」（『 螺 旋 の 器 』 ２ .森 開 社 、 2 0 1 8 . 1 1）  [詩 ]  

□ 城 西 大 学 編 『 大 学 の 社 会 的 責 任 を 果 た す た め に  次 世 代 育 成 ・ 健 康 推 進 ・ グ ロ ー バ ル 教 育

へ の 取 り 組 み 』（ 2 0 1 1）  

□ 市 立 小 樽 文 学 館 『 小 樽 文 学 館 の ご 案 内 』（ 文 学 館 パ ン フ レ ッ ト .年 月 不 明 ）  ［ 北 海 道 ］  

□ 島 田 龍 「 左 川 ち か を 探 し て （ １ ）「 硝 子 の 道 」 と 藤 村 青 一 「 淡 水 と 気 温 」」（『 螺 旋 の 器 』

２ .森 開 社 、 2 0 1 8 . 1 1） 新 発 見 詩 「 硝 子 の 道 」 紹 介  
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□ 島 田 龍 「 詩 人 の 誕 生 ― 初 期 伊 藤 整 文 学 と 川 崎 昇 ・ 左 川 ち か 兄 妹 」（『 立 命 館 大 学 人 文 科 学

研 究 所 紀 要 』 1 1 7 . 2 0 1 9 . 1）  

□ 島 田 龍 「 海 の 詩 人 ― 伊 藤 整 と 左 川 ち か ー 「 海 の 捨 児 」 か ら 「 海 の 天 使 」 へ 」（『 日 本 思 想

史 研 究 会 会 報 』 3 5［ 桂 島 宣 弘 先 生 定 年 退 職 記 念 特 集 号 ］ 2 0 1 9 . 1）  

□ 島 田 龍「 左 川 ち か を 探 し て（ ２ ）春 山 行 夫 宛 書 簡 か ら 」（『 螺 旋 の 器 』３ .森 開 社 、 2 0 1 9 . 4） 

□ 神 泉 薫「 拳 玉 少 年 の 夢 想  吉 岡 実 」（『 洪 水 』 1 3． 2 0 1 4． 1／『 十 三 人 の 詩 徒 』七 月 堂 . 2 0 2 1

に 改 稿 収 録 ）  

□ 高 橋 信 行 「 森 谷 均 」（『 i d e a  ア イ デ ア 』 3 5 4 . 2 0 1 2 . 9）  

□ 高 橋 悠 治 作 曲『 左 川 ち か 小 詩 集「 海 の 花 嫁 」』（ 肥 後 幹 子 リ サ イ タ ル 委 嘱 初 演 .  2 0 1 9 . 11）[音

楽 ]  

□ 高 原 英 理 編『 ガ ー ル・イ ン・ザ・ダ ー ク  少 女 の た め の ゴ シ ッ ク 文 学 館 』（ 講 談 社 . 2 0 1 8 . 7） 

［ 合 集 ］  

□ 谷 口 哲 郎「 戦 争 の 地 震 計 と し て の ① 藤 田 文 江 詩 集『 夜 の 聲 』（ 1 9 3 3）論 」（『 追 伸 』3 . 2 0 1 9 . 6）  

□ 田 野 倉 康 一 「 恐 怖 か も し れ な い 未 来 の た め に 」（『 現 代 詩 手 帖 』 5 5 - 1 1 . 2 0 1 2 . 1 1）  

□ 『 T o k y o  P o e t r y  J o u r n a l』 2（ 2 0 1 6）  ［ 翻 訳 ］  

□ 戸 塚 学 「 女 た ち の モ ダ ニ テ ィ ２  左 川 ち か 「 死 の 髯 」「 言 葉 」 ― 世 界 を 二 重 化 す る 言 葉 」

（『 奏 』 3 8 . 2 0 1 9 .６ ）  

□ 中 嶋 泉 「 日 本 戦 後 美 術 の ジ ェ ン ダ ー を 考 え る 」（『 言 語 文 化 』 2 9 . 2 0 1 2 . 3）  

□ 中 原 秀 雪 「 春 山 行 夫  覚 書  モ ダ ニ ズ ム の 旗 手 と そ の 悲 劇 ３  『 詩 と 詩 論 』 の 創 刊 と 「 旧 詩

壇 」 あ る い は 朔 太 郎 へ の 批 判 」（『 α ρ χη（ ア ル ケ ー ）』 5・ 6 . 2 0 1 3 . 1 2・ 2 0 1 4 . 4／ 『 モ ダ ニ ズ ム

の 遠 景 ‐ 現 代 詩 の ル ー ツ を 探 る 』 思 潮 社 . 2 0 1 7）  

□ 長 山 靖 生 編 『 ロ マ ン チ ッ ク ・ ド リ ン カ ー  飲 み 物 語 精 華 集 』（ 彩 流 社 、 2 0 1 9 . 8） [合 集 ]三

章  

□ 蜂 飼 耳 「 詩 」（『 文 芸 年 鑑 2 0 1 7』 新 潮 社 . 2 0 1 7 . 6）  

□ 福 間 健 二 ・ 井 坂 洋 子 「 福 間 健 二 ・ 井 坂 洋 子 が 撰 ぶ 1 0 0 篇 」（『 現 代 詩 手 帖 』 6 2 - 4 . 2 0 1 9 . 0 3） 

□ 藤 井 貞 和「 現 代 詩 と 言 葉 、近 代 詩 と 翻 訳 ― 大 岡 信 と 中 原 中 也 」（『 中 原 中 也 研 究 』2 3 . 2 0 1 8 . 8） 

[翻 訳 ]  

□ 藤 本 寿 彦「『 左 川 ち か 』と 名 づ け ら れ た テ ク ス ト の 魅 力 」（『 螺 旋 の 器 』２ .森 開 社 、2 0 1 8 . 1 1） 

□ 藤 本 寿 彦「『 左 川 ち か 』と 名 づ け ら れ た テ ク ス ト の 魅 力（ Ⅱ ）― 緑 色 の 表 現 を め ぐ っ て ― 」

（『 螺 旋 の 器 』 ３ .森 開 社 、 2 0 1 9 .４ ）  

□ 北 海 道 文 学 館 編『「 北 海 道 文 学 館 」創 立 5 0 周 年 記 念 特 別 展  ふ み く ら の 奥 を の ぞ け ば  文

学 館 ・ 珠 玉 の 3 0 0 選 』（ 北 海 道 立 文 学 館 . 2 0 1 7）  ［ 北 海 道 ］  

□ 本 間 達 洋 「 桜 陽 会 メ モ リ ー ズ  左 川 ち か 氏 」（『 桜 陽 会 報 』 2 0 1 1）  ［ 北 海 道 ］  

□ 山 中 剛 史 「 小 野 夕 馥 」（『 i d e a  ア イ デ ア 』 3 6 8 . 2 0 1 5 . 1）  

□ 余 市 町 史 編 纂 室 編 『 余 市 町 史 5 巻  明 治 2～ 昭 和 1』（ 余 市 町 . 2 0 1 8 . 4）  [北 海 道 ]  

□ 罗  丽 杰 『 茨 木 の り 子 ・ 石 垣 り ん の 表 現 空 間 と 戦 後 女 性 詩 の 新 境 地 』 (城 西 国 際 大 学 大 学

院 人 文 科 学 研 究 科 比 較 文 化 専 攻 博 士 論 文 . 2 0 1 8 )  
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□ M・ H（ 早 川 元 将 ）「 本 と の 話  わ が 左 川 ち か の 価 値 」（『 夜 泣 き 』 5 . 2 0 1 8 . 4）  

□ T o s h i k o  E l l i s（ エ リ ス 俊 子 ）" W o m a n  a n d  t h e  B o d y  i n  M o d e r n  J a p a n e s e  P o e t r y”（ L e c t o r a :  

R e v i s t a  d e  D o n e s  i  T e x t u a l i t a t ,  D o s s i e r ,  M u j e r e s  e n  A s i a  O r i e n t a l  N o 1 6 ,  c o o r d .  P a u  

P i t a r c h  F e r n a n d e z , 2 0 1 0 . 1）  

 

【 2020 年 代 】  

□ 浅 野 敏 昭 「 余 市 で お こ っ た こ ん な 話  そ の 2 0 3  左 川 ち か 」（『 広 報 よ い ち 』 2 0 2 1 年 7 月

号 ）  

□ 阿 部 秀 悦 『 青 猫 書 房 目 録  愛 書 閑 話 ・ 抄 』（ 私 家 版 . 2 0 2 0 . 1 1） [未 見 ]  

□ 一 柳 廣 孝 「 書 評  曾 根 博 義 著 『 伊 藤 整 と モ ダ ニ ズ ム の 時 代  文 学 の 内 包 と 外 延 』（『 日 本

近 代 文 学 』 1 0 5 . 2 0 2 1 . 1 1）  

□ 伊 藤 礼 「 伊 藤 整 日 記 第 二 巻 ま え が き 」（『 伊 藤 整 日 記 』 二 巻 .平 凡 社 . 2 0 2 0）  

□ 江 田 浩 司 「 私 の 読 ん だ 詩 集 の お 話 。 Ⅳ 」（『 み ら い ら ん 』 6 . 2 0 2 0． 7）  

□ エ リ ス 俊 子「 左 川 ち か の 声 と 身 体 ―「 女 性 詩 」を 超 え て ― 」（『 比 較 文 学 研 究 』 1 0 6 . 2 0 2 0．

1 2）  

□ 岡 和 田 晃 「 言 語 的 な マ イ ノ リ テ ィ 性 を 「 メ タ フ ァ ー 」 に 括 っ て し ま わ な い こ と 」（『 図 書

新 聞 』 2 0 2 1 . 3 . 1 3）  

□ 小 関 素 明 「 巻 頭 言 <小 特 集 >新 し い 日 本 近 現 代 史 研 究 の 模 索 」（『 立 命 館 大 学 人 文 科 学 研 究

所 紀 要 』 1 2 2 号 . 2 0 2 0 . 2）  

□ 小 関 素 明 「 巻 頭 言 <特 集 >日 本 近 代 国 家 の 基 底 と 外 縁 」（『 立 命 館 大 学 人 文 科 学 研 究 所 紀 要 』

1 2 4 号 . 2 0 2 0 . 1 2）  

□ 小 野 原 教 子 「 北 園 克 衛 と フ ァ シ ョ ン 」（『 人 を 着 る と い う こ と 』 晃 洋 書 房 . 2 0 2 0）  

□ 川 村 湊 「 文 学 の 揺 籃 と し て の 汽 車 旅  山 線 が 育 ん だ 左 川 ち か の 詩 心 」（『 北 海 道 新 聞 』 2 0 2 2

年 ４ 月 1 9 日 朝 刊 ） [新 聞 ]  

□ 古 家 昌 伸 「 再 評 価 さ れ る 左 川 ち か  余 市 出 身  夭 折 の モ ダ ニ ズ ム 詩 人 」（『 北 海 道 新 聞 』

2 0 2 1． 9 . 2 8）  『 東 京 新 聞 』『 中 日 新 聞 』 1 0 月 7 日 夕 刊 に 一 部 転 載 ［ 新 聞 ］  

□ 紅 野 謙 介 「 は じ め に ― 解 説 に 代 え て ― 」（ 曾 根 博 義 『 伊 藤 整 と モ ダ ニ ズ ム の 時 代 ― 文 学 の

内 包 と 外 延 』 花 鳥 社 . 2 0 2 1 . 2）  

□ 左 川 ち か 「 私 の 夜 」（『 O T A R U  T u r e＊ D u r e』 1 3 . 2 0 2 0 . 3） [合 集 ]  

□ 佐 藤 文 香 ・ 山 田 航 ・ 佐 藤 雄 一「 俳 句 ・ 短 歌 の 十 年 と こ れ か ら  現 代 に と っ て の 詩 歌 」（『 現

代 詩 手 帖 』 6 4 - 1 0 . 2 0 2 1 . 1 0）  

□ 佐 峰 存 「 今 、 目 前 に ひ ら か れ る 自 由  ア メ リ カ 現 代 詩 の 最 前 線 」（『 現 代 詩 手 帖 』

6 5 - 2 . 2 0 2 2 . 2） [本 宅 ]  

□ 島 田 龍 「 左 川 ち か 年 譜 稿 」（『 立 命 館 大 学 人 文 科 学 研 究 所 紀 要 』 1 2 2 号 、 2 0 2 0 . 2）  

□ 島 田 龍 「 詩 人 の 終 焉  〈 詩 人 の 死 〉 と 伊 藤 整 、「 浪 の 響 の な か で 」 か ら 『 左 川 ち か 詩 集 』

（ 1 9 3 6） へ 」（「 文 学 史 を 読 み か え る 」 研 究 会 編 『 文 学 史 を 読 み か え る ・ 論 集 ３ 』 イ ン パ ク
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ト 出 版 会 . 2 0 2 0 .８ ）  

□ 島 田 龍 「 昭 森 社 『 左 川 ち か 詩 集 』 の 書 誌 的 考 察 ― 伊 藤 整 の 編 纂 態 度 を め ぐ っ て 」（『 立 命

館 文 学 』 6 6 9 . 2 0 2 0 . 9）  

□ 島 田 龍「 左 川 ち か を 探 し て  百 田 宗 治 と『 左 川 ち か 詩 集 』」（『 詩 と 思 想 』3－ 4 0 1 . 2 0 2 0 . 1 2） 

□ 島 田 龍 「 詩 人 の 罪 と 罰 ― 伊 藤 整 と 左 川 ち か 、「 鏡 の 中 」「 幽 鬼 の 街 」（ 1 9 3 7） 論 」（『 立 命 館

大 学 人 文 科 学 研 究 所 紀 要 』 1 2 4 号 . 2 0 2 0 . 1 2）  

□ 島 田 龍 「 詩 人 の 青 春 ― 伊 藤 整 『 青 春 』 と 左 川 ち か 「 昆 虫 」「 死 の 髯 」（『 立 命 館 文 学 』

6 7 3 . 2 0 2 1 . 3）  

□ 島 田 龍 「 詩 人 の 救 済 ― 伊 藤 整 と 左 川 ち か 、「 幽 鬼 の 村 」（ 1 9 3 8 ） 論 」（『 立 命 館 文 学 』

6 7 4 . 2 0 2 1 . 7）  

□ 島 田 龍「 左 川 ち か 翻 訳 考 ： 1 9 3 0 年 代 に お け る 詩 人 の 翻 訳 と 創 作 の あ い だ ―伊 藤 整 、H・ ク

ロ ス ビ ー 、 J・ ジ ョ イ ス 、 V ・ ウ ル フ 、 H・ リ ー ド 、 ミ ナ ・ ロ イ を 中 心 に 」（『 立 命 館 文 学 』

6 7 7． 2 0 2 2 . 3）  ［ 翻 訳 ］  

□ 島 田 龍 「 詩 人 左 川 ち か の 肖 像 」（『 左 川 ち か 全 集 』「 解 説 」 書 肆 侃 侃 房 . 2 0 2 2 .４ ）  

□ 高 橋 悠 治 作 品 集 『 失 わ れ た 聲 』（ コ ジ マ 録 音 . 2 0 2 2 . 3）  左 川 ち か 小 詩 集 「 海 の 花 嫁 」

（ 2 0 1 9）：「 白 と 黒 」「 緑 」「 雲 の か た ち 」「 海 の 花 嫁 」「 海 の 捨 子 」 歌 ： 肥 後 幹 子  [音 楽 ]  

□ 鳥 居 万 由 実 『 一 九 二 〇 ～ 一 九 四 〇 年 代 の 日 本 の 詩 に お け る 「 人 間 で は な い も の 」 の 表 象

― 動 物 ・ 機 械 の イ メ ー ジ を 中 心 に ― 』（ 東 京 大 学 博 士 論 文 . 2 0 2 0）  

□ 長 山 靖 生「 わ た し の 蔵 書 か ら  小 宇 宙 と し て の 詩 集 」（『 日 本 近 代 文 学 館 報 』3 0 4 . 2 0 2 1 . 1 1） 

□ 早 﨑 主 機 「 戦 前 期 の 詩 書 を 読 む  三 好 達 治 『 南 窗 集 』 昭 和 七 年 椎 の 木 社 」（『 現 代 詩 手 帖 』

6 3－ 5 . 2 0 2 0． 5）  

□ 福 田 滋 「 音 現 新 譜 評 『 高 橋 悠 治 作 品 集  失 わ れ た 聲 』」（『 音 楽 現 代 』 5 2 - 5 . 芸 術 現 代

社 . 2 0 2 2 . 5）  

□ 藤 井 基 二 「 二 〇 二 一 年 の 日 記 」（『 頁 を め く る 音 で 息 を す る 』 本 の 雑 誌 社 . 2 0 2 1）  

□ 真 野 孝 子「 戦 後 女 性 詩 に み る セ ク シ ュ ア リ テ ィ の ト ラ ウ マ と 山 姥 の 表 象  :  吉 原 幸 子 と 白

石 か ず こ を 軸 に し て 」 (法 政 大 学 博 士 論 文 2 0 2 0 . 9）  

□ 水 嶋 き ょ う こ 「 左 川 ち か ― 雪 の 思 念 」（『 花 』 花 の 会 . 2 0 2 0 . 1）  

□ 水 田 宗 子 「 転 換 期 を 生 き 抜 く … … 永 瀬 清 子 ― 生 活 者 と し て の 山 姥 」（『 詩 と 思 想 』

4 0 3 . 2 0 2 1 . 3）  

□ 宮 崎 真 素 美 「 詩 誌 『 詩 学 』 の 世 界 ― は じ ま り の 1 0 年 」（『 愛 知 県 立 大 学 文 字 文 化 財 研 究 所

紀 要 』 7 . 2 0 2 1 . 3）  

□ 宗 近 真 一 郎 「 固 有 な レ ゾ ナ ン ス が 詩 徒 た ち の 普 遍 性 を 射 抜 く  神 泉 薫 『 十 三 人 の 詩 徒 』」

（『 図 書 新 聞 』 3 5 2 7 号 . 2 0 2 1 年 1 月 2 2 日 ）  

□ 山 田 航 「 新 ・ 北 の う た 暦 」（『 北 海 道 新 聞 』 2 0 2 0 年 １ 月 1 4 日 ）  [新 聞 ]  

□ ル ッ ケ ル 瀬 本 阿 矢 『 シ ュ ル レ ア リ ス ム の 受 容 と 変 容  フ ラ ン ス ・ ア メ リ カ ・ 日 本 の 比 較 文

化 研 究 』（ 文 理 閣 . 2 0 2 1） ※ 「 受 容 と 転 用 ― 日 本 の 女 性 詩 人 た ち に よ る シ ュ ル レ ア リ ス ム 受
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容 を 中 心 に ー 」（ 2 0 1 1 年 京 都 大 学 博 士 論 文 ） な ど を が も と に  

□ I r i n a  H o l c a 『 S a w a k o  N a k a y a s u  E a t s  S a g a w a  C h i k a :  T r a n s l a t i o n ,  P o e t r y ,  a n d  

( P o s t ) M o d e r n i s m』（『 J a p a n e s e  S t u d i e s』 4 1 - 3． 2 0 2 1 . 1 2 .  J a p a n e s e  S t u d i e s  A s s o c i a t i o n  o f  

A u s t r a l i a）  〔 翻 訳 〕  

□ 無 記 名 「 透 視 図  岩 見 沢 の 落 雪 事 故 」（『 北 海 道 建 設 新 聞 』 2 0 2 0 年 1 2 月 2 4 日 ）  [新 聞 ]  

 

 

【 HP】  

□ 小 野 夕 馥 「 螺 旋 の 器  r a s e n n  n o  u t u w a」（ h t t p s : / / b l o g s . y a h o o . c o . j p / r a s e n n n o u t u w a）  

□ 菊 地 利 奈 「 モ ダ ニ ズ ム 詩 と ＜ 私 ＞ ― 左 川 ち か 詩 に み る 言 語 実 験 ― 」（ 滋 賀 大 学 経 済 学 部 講

演 会 第 ２ 回  詩 と 翻 訳 ポ エ ト リ ー リ ー デ ィ ン グ ワ ー ク シ ョ ッ プ  女 の 詩 声 . 2 0 1 4 . 6 .発 表 要 旨

／ h t t p : / / w w w . b i w a k o . s h i g a - u . a c . j p / e m l / k o u e n k a i 2 0 1 4 / 2 0 1 4 0 6 2 5 . p d f）  


